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競技規則委員長就任にあたって    

                          田中淳夫 
 
昨年（2010年）の3月13日に行われた競技規則委員

会にて、2010、2011年の競技規則委員長に任命されま

した。競技規則委員会は関東審判部から七久保さんと阿

部（仁）さんが委員として参加（小林さんも関東学生連

盟の立場で参加）しており（ルールブックの最後のペー

ジに全員の名前が載っています）、現在のように審判以外

の協会関係者やチームの関係者にも参加してもらう形と

なったのは、1992年からです。それ以降2005年までは

喜入さんが委員長、2006年から2009年までは関西審判

部の東元さんが委員長という体制で、お二人は’92年よ

りずっと前から日本のルールおよびルールブックの策定

に関わって来られていました。そのお二人に代わって関

西審判部の濱田副委員長とともに、日本のフットボール

のルールを決定し、ルールブックを発行して行くことに

なり、責任の大きさに身が引き締まる思いです。 
2010年はNCAAがルールブックを2年に1回の発行

に変更したために、日本でも正式なルールブックの発行

を見送りましたが、今年はNCAAにあわせ、日本のル

ールブックの発行の年となります。3月12日開催の日本

の競技規則委員会、その後の予定報発行やルールブック

発行に向けて活動を始めており、1月30日、31日には、

アメリカのフェニックスで行われたCFOのコーディネ

ーター会議に濱田さんとともに参加させていただきまし

た。これは、このたびデビッド･パリー氏（オフィシエイ

ティング・マニュアルの最初に写真が出ています）に代

わってCF0のナショナル・コーディネーターとなり、

NCAAのルールの責任者（Secretary-Rules Editor）で

もあるロジャー･レディング氏（昨年5月に大阪に来ら

れました）を議長として、スーパーボウルの笛を吹いた

方が何人もいるアメリカのディビジョンⅠの各地区の代

表（約20人）の集まりで、ビデオを見ながらルールや

メカに関して論議する彼らの生の声を聞けたことは大変

な幸せです。 
このような会議に参加できる道筋を作って来られ、ま

た、電子メールやパソコンがない時代からルールブック

を発行し、そしてそのプロセスを築いてこられた先輩諸

氏に感謝し、日本のフットボールの発展に関われるよう

にがんばりたいと思っています。 
ベースとなるのはNCAAのルールで、国際試合が増

えて来ている中で極力独自のルールとしないことが基本

ですが、何といっても一番大切なのは現場の審判の方々

の意見です。これまで同様に、関東審判部の皆様のご意

見をいただきたく、またいろいろなご協力をよろしくお

願いします。さまざまな困難があると思いますが、競技

規則委員の皆様、関東審判部の皆様、諸先輩方、そして

天国にいる水田さんや佐藤浩さん等がサポートしてくれ

ると信じています。 
  

 
 

Parry氏引退にあたり、奥様のPatさんと

 

クラッシュボウル決勝クルー 
                                          常守 康昌 
 私が 2010 シーズンのクラッシュ決勝のレフリーのオ

ファーをお受けしたのが、まだ猛暑が残る9月の中旬で

した。まず最初に考えたのは「ずいぶん無茶なアサイン

をするなあ」というものでした。ここ数年１部のレフリ

ーを受け持つ機会が増えたとは言え、上位チーム同志や

プレーオフがかかったシビアなゲームをレフリーとして

こなした経験が殆ど有りません。それがいきなりボウル

ゲームを任されるとは夢にも考えておりませんでした。 

 10 月の第一週より６試合のトライアルを行なったの

ですが、とにかく罰則の施行を間違えたり、メジャーメ

ントのメカをミスる等、本当に反省の連続でした。しか

し 10 月 24 日に川崎球場で富士通 vs オービックの第 1
ステージの天王山のゲームをフルメンバーにて坦当し、

シビアなゲームを乗り切った事でクルーの連携が強まっ

た事は間違いありません。 
 11月 23日には品川の日本協会でクルーミーティング
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を実施致しました。我々クルーの他、理事・インストラ

クターにもお集まり頂き、トライアルの映像を参考に、

個々に修正すべき点やクルーとして足りない部分を確認

出来た事は、我々にとって貴重な経験となりました。ト

ライアルのレビューを作成頂いた東さんや映像を編集さ

れた七久保さん、休日に夜遅くまでお付き合い頂いた皆

様には心から感謝致しております。 
 私にとって今回のトライアル～クラッシュ決勝に至る

期間は、クルーの仲間だけでなく審判部の皆様からサポ

ート頂いている事を実感した２ヶ月間でした。よく「ボ

ウルゲームのクルーは審判の代表だ」などと言われます

が、むしろクルーを通して、チームとしての審判部の力

量を体現していると言えると思います。12月5日の法政

大vs早稲田大の決勝を無事にオフィシェイティング出

来たのも、審判部全員の協力が有ってのものなのです。 
 

 
クラッシュボウル決勝クルー 

U幸村益利、HL山本鉄雄 LJ薮内直樹 
BJ田村俊久、SJ牧田信英、FJ白井健二 
Ｒ常守康昌 

 
 

Japan X Bowl レフリー体験記 
川田丈浩 

 
トライアルを重ねて 

Japan X Bowl（JXB）クルーでゲームを担当する「ト

ライアル」を計4試合、組んでいただきました。クルー

はベテラン揃いです。10月23日、最初のトライアル。

トライアルということをあまり意識せず、自然体で臨み

ました。さすがベテランだけあって、全員個人レベルで

はメカニック、ルールの理解、判定などは全く問題がな

いことがわかりました。コーチや選手とのコミュニケー

ションもバッチリです。ただ、サイドライン際の判定、

ファンブルリカバーの判定、クロック・オペレーション

といった場面でクルー同士がうまくコミュニケーション

できないことがありました。 
そこで、以降のトライアルでは、フィールドでのクル

ーのコミュニケーションを課題として掲げました。また

例え些細なことであっても、新たな課題（ボール交換を

急ぎすぎない、反則を伝える時は誤解を招かないよう落

ち着いて正確に伝える、など）が見つかると、その都度、

話し合いました。2 試合目のトライアル以降のプリゲー

ムミーティングでは、ポジションやキーといった基本的

なメカニックの確認は最小限にして、前の試合の反省点

やチーム情報の確認、準備運動などに時間を割きました。

こうやってトライアルを重ねるうちに、徐々にコミュニ

ケーションが良くなってくるのが実感できました。 
心の準備 
レフリーとしての心の準備を改めて考えました。普段

も同じですが、ボウルゲームでは特にゲーム・マネジメ

ントが重要になってきます。おそらく大半のプレーは何

事もなく進むでしょう。しかしその中で必ず試合の流れ

を左右する何かが起きるはずです。微妙な判定、興奮し

た選手同士のトラブル、コーチや選手からのアピール、

試合終盤のシビアな状況でのクロック・オペレーション、

などなど。そんな時にいかに毅然とした対応ができるか

がポイントです。そのため必要なことは「自信」と「覚

悟」だと考えました。自信を持つためには、勉強するし

かないと思い、JXBの2週間前から、ルールブックの全

ての条文を読み直しました。しかし、読めば読むほど新

たな疑問が生じてきて、なかなか自信が持てません。 
そんな状態のまま JXB の 1 週間前、最後のトライア

ルを行いました。ゲーム後、全員で行った「反省会」で、

酒が入っていい気分になりながらクルーと話をするうち

に、不安が膨らんでいるのは自分だけではないことがわ

かり、なぜか安心しました。いくら準備をしても、完璧

なオフィシエイティングはできないでしょう。しかし、

トライアルを重ねてきて、クルーとしてのレベルは確実

に上がり、お互いの信頼感も高まってきています。私自

身については、ルールブックを何度も読み返してきたこ

とで、少なくともこれまでと同じ失敗はしないだろう、

と思えるようになっていました。これはちょっとした「自

信」なのかもしれません。そして、「覚悟」と呼べるのか

どうかはわかりませんが、何があってもクルーで解決す

る、そのために出来るだけのことはやってきたはず、と

いう気持ちになれました。JXBまであと数日です。 
JXB当日 
 12月20日。集合時間の約1時間半前に東京ドームに

入りました。まだほとんど誰もいないフィールドを一周

ゆっくり歩きながら、レフリーとしてもう一つ大切なこ

とを頭の中でおさらいしました。それは、選手やコーチ、

観客から落ち着いて見えること、安心感を与えることで

す。これまでにいろいろな方からいただいたアドバイス

を思い出しました。レフリーマイクを使うときは歩きな

がら話さない、話すことを頭の中で整理してからマイク

のスイッチを入れ、話し始めるまでにもう一呼吸置く、
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話すときは同じ場所を見て視線を動かさない、早口にな

らない、シグナルはゆっくりと大きく、選手やコーチと

話すときは穏やかな表情で、そして毅然と。 
 プリゲームミーティングでは、トライアルでは必要最

小限にしていた基本メカニックの確認を、丁寧に行いま

した。クルーの皆さんに（もちろん自分自身も）最後の

おさらいをしていただきたかったからです。そして、①

危険な反則は早めにきっちりとコールしよう、②十分に

準備してきたので気負わず普段通りのことをやろう、③

何よりもゲームを楽しもう、ということを皆さんと確認

し、フィールドへ向かいました。 
 フィールドでは、いきなり試練が待っていました。TV
生中継があるので、キックオフは 19 時 5 分と決められ

ています。ところが、予定よりも約3分早く国歌斉唱が

始まってしまったのです。何かおかしいと思いつつも、

事前に準備したセレモニーの手順をアジャストする余裕

など当然ありません。セレモニーが終わってフィールド

中央でクルーが集まりました。19時2分。まだ3分もあ

ります！審判がポジションについてしまうと間が持たな

いので、選手にはハドルしておくよう声をかけて、我々

も中央に集まったまま時間まで待ちました。「あと何

分？」「1 分 20 秒ぐらい」「ええっ、まだそんなにある

の？」そんな会話をしながら辛い時間を過ごしました。

しかし、この時間のおかげで、私自身はかえって落ち着

くことができました。何が幸いするかわかりませんね。 
 気が遠くなるほど長い3分が過ぎ、ようやくキックオ

フを迎えました。ゲームはご覧になったとおりです。最

後まで勝負の行方がわからない好ゲームとなりました。

私もクルーの皆さんも、最初は緊張していましたが、1Q
が終わる頃にはすっかりゲームに集中できるようになっ

ていました。細かいミスや対処に迷う場面もありました

が、お互いに声を掛け合って対応し、勝敗に影響するよ

うなトラブルに発展することはありませんでした。後半

にはボウルゲームという特別な感情はなくなり、普段と

変わらない感覚になっていました。あっという間に2時

間40分のゲームが終了しました。 
ゲームを終えて 
 クルーからは異口同音に「このゲームはタダで終わる

わけがない、と思っていたが、スムーズに進んで拍子抜

けした」という感想を聞きました。確かにラッキーでし

た。両チームとも、コーチも選手も極めて紳士的で、余

計なことをせずゲームに集中してくれました。本当に有

り難いことです。しかし、ただのラッキーではなく、我々

審判がきっちりジャッジし、必要な時にはコーチとコミ

ュニケーションを取り、興奮しそうな選手がいれば早め

に声をかける、そんな当たり前のことを当たり前のよう

に実行できたことが、ラッキーを生んだのだと思います。

そして何よりも嬉しかったのは、クルーの皆さんに「フ

ィールドに立っていることがとても楽しかった」とおっ

しゃっていただいたことです。 
今年、また新たなシーズンを迎え、様々なシーンに遭

遇すると思います。楽しいことよりも辛いことの方が多

いかもしれません。しかし、十分に準備をして各自の役

割を果たせば、きちんとゲーム・マネジメントができ、

心からゲームを楽しめる、ということを忘れず、JXBで

感じたような幸せを一人でも多くの部員に感じていただ

くためのお手伝いをしたいと思います。 
最後になりましたが、このような素晴らしいゲームに

なったのは決してレフリーの力ではありません。寒い日

も台風の日も貴重なビデオを撮影して下さった TAV の

皆様、当日フィールドの７人を全力で支えて下さった計

時担当、スタンバイ、サポートクルーの皆様、そしてシ

ーズンを通してこんなレフリーを支えて下さった6名の

クルーの皆様に心より感謝いたします。 
 

 
 
R 川田丈浩、U 増田直樹、HL 廣瀬進、LJ 根岸作力、

BJ 伊藤義樹、SJ 斉藤聡、FJ 宮島敦史 

 

ライスボウル・レフリーとして     （仲の悪いクルーだと言われて） 

                                           東 俊 

 
「これが最後のボウルゲーム・レフリーだな。」アサイメ

ントの打診をいただいた時に、そのことを強く感じまし

た。何が出来るだろうか。部員の皆さんに、クルーの皆

さんに、アシスタント・クルーの皆さんに。まずそのこ

とを考えました。部からは、ライスボウルまでに４試合

のトライアルを予定していただきましたので、そこで何

を伝えるかを考えました。また、１２月２１日１３時か

らの東京ドームホテルでのライスボウル記者発表会にも

参加し、チームガイダンスに出席、両チームからの質問

に答えました。実際の試合の前に両チームのヘッドコー

チとお会いして言葉を交わす機会を得たことは、特に立

命館大学の米倉ヘッドコーチと言葉を交わせたのは、当

日のプリゲーム・ミーティングでの友好的な機会を創り

出す助けとなりました。 
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トライアルの最初の試合は、１０月３０日（土）１１

時キックオフ＠アミノバイタルフィールドでの「明治学

院大学 vs.学習院大学」の試合でした。東郷さんの都合

がつかずＬＪには、市川さんに入っていただきました。 
当日は、冷たい雨が降り、強い風の吹く、台風のような

気候の中での試合になりました。それでも、両チームは

一生懸命にゲームを進めてくれましたし、それに負けず

にクルーも頑張りました。寒さで手が震えてしまい、オ

フィシャル・カードの記入もままならず、寒さのため唇

を紫色にしながら審判を続けてくれたクルーに感謝しま

した。この試合の事前の確認メールでは、両校のリーグ

での状況を伝えるとともに、クルーには基本通りのオフ

ィシエイティングを求めました。以下は、試合前のメー

ルの内容です。 
『両チームに全力を出させ、悔いのない試合をさせた

いと思います。そして我々審判員も審判することを楽し

めるように、大相撲ではありませんが、「心技体」を充実

させて試合に臨みましょう。この試合では、「基本を通じ

て自分の課題を見出すこと」をテーマにしたいと思いま

す。 
私の考える「基本」は、「ＢＯＸ－ＩＮ」「ＬＩＮＥＳ」

「ＣＲＥＷ」に加えて、ルールでは、今年の強調課題で

ある「スポーツマンシップ」と「無防備なプレーヤーの

保護」「ヘルメットによるコンタクト」への対応に留意し

てください。メカニックに関しては、両隣のメカニック

を頭に入れて、お互いにカバーできるように動きましょ

う。良いメカニックで的確なジャッジをしてください。

ジャッジのベースは、コモンセンスとフィロソフィーで

す。そして、クルーとの、プレーヤーとの、コーチとの、

チーム・スタッフとの、観客との、学連関係者とのコミ

ュニケーションを大事にしていきましょう。丁寧に解り

やすく、そして慎重に。です。我々はアマチュアですが、

心はプロで審判を行いたいと思います。 
計時担当のお二人は、オフィシエイティング・マニュ

アルの「第８篇 ゲーム・クロックとプレー・クロック」

と「９６ページ～９９ページ タイマーへの指導」を確

認しておいてください。もちろんルールブックの「第３

篇 節、競技時間、交代」「第４篇 プレー中のボール、

デッドボール、アウト・オブ・バウンズ」を確認してお

いてください。特に、３－２－４、３－３－２は重要で

す。審判を大いに楽しみたいと思います。 “HAVE 
FUN!!!”』 
この試合は、映像に収めていただきましたが、残念な

がら劣悪な気象条件の下での試合でしたので、参考には

できませんでした。そんな中でも、きちっとオフィシエ

イティングしている審判クルーはうれしかったです。 
トライアルの第２試合は、１１月１４日（日）１６時

３０分キックオフ＠アミノバイタルフィールドでの「成

蹊大学 vs.学習院大学」の試合でした。２試合続けて学

習院大学を見ることになりました。この時点でブロック

１位と６位の試合でしたが、永年のライバルですので好

試合が想定できた試合でしたので、そのことを事前にク

ルーには伝えました。学習院大学のホームカミング・デ

ーでしたので、試合前にいくつかのセレモニー、イベン

トがあり、コイントスは、調布市の長友市長が担当され

ました。と試合前に色々なことがあったのでレフリーは

すっかり心が紛れてしまい、コイントスでアンパイヤに

コインを拾ってもらって手渡された後、一人スタスタと

キックオフのポジションに着いてしまいました。クルー

からの呼び戻しの声も聞こえず、後に残されたクルーは、

「今日は、レフリー抜きでも頑張ろう！」と声を掛け合

って、それぞれのポジションに着いたようです。失敗、

失敗。 
プリゲーム・ミーティングでは、前回の試合で確認し

た各人の課題を発表してもらい、ポストゲーム・ミーテ

ィングでは、その成果を発表してもらいました。クルー

が個々のメンバーの課題を共有してその解決を手伝うと

いうクルー・ワークが実現しました。各人の課題は、試

合を通じて克服されていました。ケガ人が多く発生した

こともあり、２時間３１分の試合でしたが、クルーとし

てまとまり、コミュニケーションは非常に良くなってき

たという感触を得ました。 
この試合の課題は、事前メールで次のように伝えまし

た。『この試合では、「基本を通じて発見した自分の課題

を修正する事」をテーマにしたいと思います。常日頃行

っていること（行動や考え方）を修正する事は、すごく

難しい事だと思います。でも、それにチャレンジしてい

ただきたいと思います。克服できれば、次の高みに立っ

ているご自分を発見できると思います。審判がもっと面

白くなると思います。ご自分の課題を修正するためには、

自己認識がベースですが、クルーという仲間がそれを助

けてくれます。コミュニケーションを密にして、仲間と

一緒に、楽しみながら課題を克服していきましょう。』基

本の部分は、前回と同じ内容をお伝えしました。初めて、

クルーがそろった試合でしたが、この試合は、映像を撮

りませんでした。反則は１３でした。 
トライアルの第３試合は、１１月２１日（日）１４時

３０分キックオフ＠横浜スタジアムでの「オービックシ

ーガルズ vs.ＩＢＭビッグブルー」の試合でした。Ｘリ

ーグ第２ステージ全勝対決です。勝ったチームがファイ

ナル・ステージに進出です。結果は、ワイルドカードに

「ＩＢＭビッグブルー」が選出されましたが．．． 
事前のメールで、この試合で求めたものは、『「ゆった

りとしたオフィシエイティング、美しくかっこいいシグ

ナル」をテーマにしたいと思っています。基本に忠実に、

細かい事にも気を配ったオフィシエイティングを実現し

たいと思います。』でした。基本の部分は毎回同じ内容を

求めました。加えて、『Ｘリーグのスピードを楽しみたい

と思います。オフィシエイティングは、 “HAVE 
FUN!!!” でいきたいですね。』としました。 
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プリゲーム・ミーティングでは、前２試合で感じたこと

を伝えました。「デッドボール後のオフィシエイティング

の継続、アウト・オブ・バウンズのカバー、タイムアウ

ト・シグナルのリレー、ゴールライン・メカ、リバース・

ゴールライン・メカ、アイコンタクトといった基本を大

事にすること」「コミュニケーションを密にしてお互いを

カバーしあうこと」「楽しんで審判する事」等を確認しま

した。３時間に及ぶ長い試合でしたが、期待通り、ライ

スボウルに向けて絶好のハイスピードの試合を体験でき

ましたし、全員が緊張を切らさずに、よく走った試合で

した。この試合でも課題の確認と達成度の確認を行いま

した。 
ＱＢがスクリメージラインを越えてパスを投げたとの

コールにショート・ウイング二人が確実に見ていてフラ

ッグを取り消すことが出来たのは、トライアルを積み重

ねた、一つの成果だと思います。また、新たな課題とし

て、後半最初のプレーでキックオフ・リターンＴＤとな

ったプレーで、全員でＢＯＸ－ＩＮを保ち、カバーしな

がらの動きが難しいということが確認され、次の試合で

確実に解決するための継続課題にしました。 
ＢＪに入ってくださった沼崎さん、ありがとうございま

した。反則は、１１でした。 
１２月５日（日）１３時キックオフ＠味の素スタジア

ムで「クラッシュ・ボウル」が開催されましたが、クル

ーに呼びかけて、クラッシュ・ボウル・クルーの応援に

会場に行きました。『ボウルゲームの雰囲気を体感して、

プレーヤーに全力を出させるご自分の審判のイメージを

固める一助にしていただきたいと思います。』とも伝えま

した。同日に、川崎球場では、馬島さんのレフリーでＪ

ＸＢセミファイナルが行われましたので、そちらへの参

加でも当然ＯＫとしましたし、馬島さんにエールを送り

ました。 
トライアルの最終試合は、１２月１１日（土）１３時

４５分キックオフ＠アミノバイタルフィールドでの１部

と２部の入替え戦「日本体育大学 vs.東京農業大学」の

試合でした。 
試合前のメールでは、『この試合では、再度「基本に戻る」

をテーマにしたいと思っています。基本に忠実に、細か

い事にも気を配ったオフィシエイティングを実現したい

と思います。「神は細部に宿る」です。』と伝えました。 
プリゲーム・ミーティングでは、「カバーの重要性」を強

調しました。 
・隣のポジションの審判員が、クルーが、してほしいと

思っていることを意識する事。 
・サイドライン際を駆けあがってのタッチダウン・プレ

ーでは、ディープ・ウイングとショート・ウイングで

アイコンタクトで確認をしてからＴＤシグナルを出す

こと。 
・ショート・ウイングは、第１ダウンの判定の際に、後

ろのチェーンを振り返らないこと。 
・ボールキャリアからボールを受け取る事に留意する事。

差し出しているのに無視しない。ボールキャリアに審

判員を探させないこと。 
・ＢＪは、少なくともハッシュからハッシュの間を自動

車のワイパーのように動いて、ディープ・ウイングの

判定をカバーする事。 
・ＱＴでの確認は、Ｒ、Ｕ、ＨＬで行うこと。他のクル

ーは、ＢＯＸ－ＩＮを崩さずに次のサクシーディン

グ・スポットをカバーする事。ＬＪは、次のサクシー

ディング・スポットを、先回りして押えること。 
一つひとつのプレーを確認しながら審判を行うという

意味では、仕上げの試合として良い試合だったと思いま

すが、ここまでクルーが出来上がってしまうと、全ての

プレーがはっきりと見える、そんな自信を持てた試合で

もありましたし、我々の「伸びシロ」はまだまだ大きい

と感じられた試合になりました。その意味で、審判の動

きが、前半は少しちぐはぐな感じのある試合でしたので、

コミュニケーションの重要性をハーフタイムで再確認し、

締めました。もちろん、後半は改善されました。ポスト

ゲーム・ミーティングでは、各自が冷静に自分を把握で

きている状況が確認でき、クルーとして仕上がりました。

反則は１１でした。 
ここまできての心配は、ライスボウルまで３週間以上、

２３日間のブランクが空くことでした。体調の維持も並

大抵のことではありませんので、クルーもそのことを不

安に思っていました。強く。そこで、１２月２０日（月）

１９：００＠東京ドームでの「ＪＸＢ」を、計時担当、

スタンバイも含めて、全員で観戦する事にしたことと、

１２月２６日（日）１３：００～拙宅にて、事前のクル

ー・ミーティングを持つことにしました。１２月１９日

（日）の甲子園ボウルは、各自で観戦する事を課しまし

た。 
１２月２６日（日）のミーティングには、全員が出席

してくれ、また、インストラクター委員会の田中淳夫理

事も参加してくれて、狭い拙宅は熱い男たちの熱でいっ

ぱいになりました。 
１３：００～２０：００までノンストップで、自分た

ちの映像のうち主に「オービック vs.ＩＢＭ」の試合か

ら私がプレーをピック・アップして、プレー・バイ・プ

レーで確認を行いました。また、甲子園ボウル、ＪＸＢ

の映像、関西大学 vs.立命館大学の映像を見て、イメー

ジ作りを行いました。 
田中理事からは、その後の、懇親会でもクルーのテー

ブルに来ていただき、一つひとつ、指摘をいただきまし

た。本当に助かりました。感謝しています。これらのこ

とが、ライスボウル当日まで、感覚を切らさずにいられ

ることに役立ってくれたことと思っています。 
ライスボウルの直前のメールでは、コーディネーター
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の大塚理事にアシスタント・クルーへの連絡を行ってい

ただき、微に入り細にわたった事前メールを送っていた

だきました。ですから、レフリーは、クルーへの連絡だ

けに集中する事が出来ました。ありがとうございました。 
１月３日（月）のライスボウル当日は、クルーだけで

１１：３０に集合してもらいました。クルーだけのミー

ティングを持って、お話をしたいと思ったのです。それ

は、「感謝」「敬意」「信頼」「自信」「勇気」について話を

したかったのです。 
・「感謝」：この場に自分たちが立てるのは、家族、友人、

仕事場の同僚、関東審判部の仲間、アサインしてくれ

たアサイメント委員会、理事会、これらの人たちが我々

をこの場に送り出してくれた。感謝の気持ちを持って

フィールドに立ってほしい。それと、立命館大学をこ

の場に送り出してくれた全国の審判仲間、オービック

シーガルズをこの場に送り出してくれた関東関西の審

判仲間に感謝の気持ちをフィールドで伝えたい。 
・「敬意」：全国の審判仲間に対するレスペクトの気持ち

を忘れないでほしい。さらに、ライスボウルまで登っ

て来てくれた立命館大学とオービックシーガルズの両

チームへのレスペクトを持ってフィールドに立ってほ

しい。    その過程で、敗者となったチームに対

するレスペクトの気持ちも忘れないでほしい。 
・「信頼」：この試合をするために、クルーとして育って

きたこと。トライアルを通じて、お互いに信頼できる

仲間になったこと。そんなクルーを信頼してオフィシ

エイティングしよう。 
・「自信」：我々は、仲間に信頼されるレベルの審判が出

来るまでに育っている。自信を持って審判して欲しい。     

ただ、過信は禁物。１６０のプレー一つひとつを、真

摯に、誠実に、気を抜くことなく審判して欲しい。 
・「勇気」：その「自信」を持って、「勇気」のあるジャッ

ジをしてほしい。３時間楽しみましょう。そうすれば、

ライスボウルを審判したことに「プライド」を持つこ

とが出来る。我々の責任は、ライスボウルの審判を行

うことに加えて、ライスボウルにアサインをされてか

ら今日までのこと、そしてこの試合で得たことを、関

東審判部の仲間に伝えて行くことです。ライスボウル

の審判としてプライドを持てる試合をやりましょう。

ただし、よそいきにならず、いつも通りに。クルーと

計時担当、スタンバイにこの話をしました。 
その後、１２：００から、作ってきた６ページの資料

と時間表に合わせて、２３名全員でプリゲームのデュー

ティを進めて行きました。 
試合前に、セレモニーでのコインをレフリーが拾うの

か、アンパイヤが拾うのかを確認して、アンパイヤが拾

って三森さんにお渡しする事にしましたが、実際の場で

は、コイン・トスのシグナルをして、ふと、フィールド

を見るとコインがちゃんとありましたので、レフリーが

拾って三森さんにお渡ししました。打合せとは違って、

いろいろなことが起こるのがフィールド上ですね。 
しかし、試合の内容は、ご覧の通り素晴らしいもので

した。両チームの全力をぶつけ合ったクリーンな試合に

感謝しています。反則は７つ：フォルス・スタート４、

ディレイ・オブ・ゲーム１、背後のブロック１、ホール

ディング１でした。アサイメントを作成し、このクルー

を作ってくださり、準備の場を用意してくださった関東

審判部理事会に感謝します。また、トライアルに参加し

てくださった、部員の皆さんにもお世話になりました。

何か変だなと思ったことと思いますが、全力で審判して

いただきました。 
この感謝の気持ちをお伝えしたく、クルー、計時担当、

スタンバイ、コーディネーターにカレッジボウルの観戦

と担当クルーの応援を呼びかけました。ほとんどの方が

参加されることが分かりましたので、試合終了後に打ち

上げの会を行いました。川崎の「モナリザン」で、壁に

テーブルクロスを掛けていただき、ライスボウルの映像

を映しながら、ワイガヤで、あのプレーはどうだった、

このプレーはこうだったと、楽しい２時間を過ごして、

文字通りクルーを解散としました。 
ボウルゲームの審判員は、ある見方からすれば、関東

審判部の審判技量を日本全国に発表する場でもあります。

その意味でも、今年のライスボウル・クルーも、懸命に

努力をし、成長を見せてくれました。そして、まだまだ

「伸びシロ」が大きいということも示してくれ、関東審

判部の技量の高さを全国に示せたと確信しています。 
私の最後のボウルゲーム・レフリーで、皆さんとクル

ーであったことを誇りに思います。阿部さん、佐竹さん、

東郷さん、鈴木さん、中内さん、馬島さん、相馬さん、

潮さん、岡本さん、そして大塚さん、ありがとうござい

ました。 
なお、（仲の悪いクルーだと言われて）というサブタ

イトルは、クルー同士が歯に衣を着せずにずけずけとも

のが言い合えるほどにクルーとして仕上がって来ている

段階で、コミュニケーションがよくなってきている状態

の時に、どなたかが、まるで喧嘩のようなその状態を見

て「仲の悪いクルーだからな」とおっしゃった言葉です。 
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「シニアクラブのご紹介」 

シニアクラブ 事務局 長谷川 忠典 
 

1. 設立の経緯 

日本の社会全体と同様、我々関東審判部も高齢化が進

行しつつあります。平成17年2月の納会時に安藤信和氏

から私に、60歳以上の人も増えてきたので、何か会を

もったらどうかとのご提案がありました。グラウンド

を離れる審判員も増えたので納会以外にも会合をもつ

ことは必要であり、事務局として早速取り掛かりまし

た。 

 

2. 設立の運び 

第1回の会は平成17年5月11日、新宿で開催しました。

第1回につき規約を定めるとともに会長に安藤信和氏、

副会長に平澤俊夫氏を全会一致で選任し、会の名称を

関東審判部シニアクラブ(以下本会といいます)と決定 

しました。規約で本会の目的の一つに「関東審判部に

対する後援(3条2号)」を入れてありますが、実際は飲

むばかりで目的に添った活動とはいささか乖離してお

ります。 

3. 以後の活動内容 

設立以後は年2回、春秋に例会を開催しております。 

梶ヶ谷哲朗氏、神子光氏など、私が現役時にグラウン

ドで活躍された(古い!)先輩たちにも加わっていただ

き、交流を深めております。活動の中でも大きなイベ

ントは「安藤会長の卒寿をお祝いする会」の開催でし

た。平成22年4月3日に、立教大学のご厚意で構内のイ

ベント会場「藤だな」を利用させていただき、伊藤義

樹実行委員長(実は準会員)のご尽力で会員のほか審判

部幹部8名を含め25名の方に参加いただき、盛大に開催

できました。 

4  今後の動向 

本会会員は平成22年10月現在で27名にのぼり、今後ま

すます増加の見込みです。現役審判員に良きアドバイ

スを提供(無理か?)しながら、交流を深め、おじさんの

フットボール生活をエンジョイして行きたいと思いま

す。 

                             

  
                                            

Central Football Officials (CFO) Clinic参加報告 

                                    阿部 仁 

日程：2010年7月9日（金）～7月11日（日） 
参加者： 川田、阿部 (仁) 
開催場所：米国イリノイ州シカゴ 
 

CFOクリニックは金曜日の夕方から２泊３日で、日曜

日の正午に終わる。参加者のほとんどはシカゴ周辺から

車で来るため、金曜日は仕事を早めに切り上げ、日曜日

の午後に家族のもとに戻るという想定でスケジュールが

組んであるのだろう。日本からの参加者は当然ながら

我々二人だけだ。さすがに当日到着はきついので、前日

にシカゴ入りして、レモニア氏（Bill）のご好意により

お宅で一泊させてもらう。Bill の奥様の Barb さんは現

役の小学校の先生である（ちなみにBillも学校の校長先

生を数年前に退職したそうである）。地下にある Bill の
書斎にて、DVD によるケーススタディの作成方法を見

せていただいた（これは、後に夏の研修においてパール

ボウルレビューを作るのに大いに参考となった）。 
 

 
 

CFO審判クリニックは毎年７月に、米国中西部のシカ

ゴで開催されている。毎年１３０名前後の参加者がおり、

これを組織するのは地元の審判協会メンバーなので、講

師陣にもBig Ten出身の審判や元審判が多い。Big Ten
レフリーのBillやジョン・オニール氏、そして元Billの
クルーで今は NFL のアンパイアであるトニー・ミハリ

ック氏など、豪華な顔ぶれが小一時間ほどのセッション

をリードする。日本でBillのプレゼンを経験しているた

め、アメリカ人の審判はみんな彼のようにビデオを使っ

て参加者と対話型でやるのかとのステレオタイプを持っ

ていたが、実際見てみるとBillほど上手な人はあまりい
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ないことがわかった。やはり先生という職業柄、Bill は
話が上手なのだろうか。 
 
内容は「パイロン際でのイン・アウトの見極め」や「ポ

ジション別のメカニック」など、日本でも比較的おなじ

みのセッションもあれば、「意義あるプリゲームの仕方」

や「クルーの評価基準について」審判スーパーバイザー

（評価委員）が説明するものなど、日本ではあまりお目

にかかれないものもあった。Honig’s という審判グッズ

専門店が出展しており、来シーズンから導入される２イ

ンチストライプのシャツを熱心に販売していた。運よく、

2010 年の Officiating Manual（英語）が販売されてい

たので、参考に一冊入手。 
 
一日のセッションが終わると、近くのピザパブでビー

ルとピザとスペアリブとローストビーフをたらふく食べ

る。といってもアメリカ人の半分くらいの量しか食べて

いないのだが。話すうちにわかったのだが、参加者の大

半は大学レベルの審判になってまだ数年しか経験がない。

今は二部や三部リーグの審判で、いずれ上を目指す志の

高い人たちなのであろう。アメリカは連盟（カンファレ

ンス）ごとに固定の審判クルーがいくつかあり、引退な

どによる欠員は連盟の審判スーパーバイザーがクルーチ

ーフ（レフリー）と相談しながら埋めていく。よって、

スーパーバイザーや審判仲間に、フィールド上やクリニ

ックなどで自分をアピールすることはその後のステップ

アップに大いにつながるようだ。 
 
 
日曜日にクリニックが終わった後、Bill がシカゴのオ

ヘア空港近くにあるBig Tenの連盟事務所の見学を特別

に手配してくれた。ちょうど中西部の二部リーグに属す

る審判スーパーバイザーに対する研修会が開催されてお

り、ルール改正についてのシーズン前確認を行っている

ところだった。日本から来たゲストだとBillが紹介して

くれると、会議用の資料が入ったパッケージを惜しげも

なく渡してくれた。こういうところはアメリカ人らしい。

中を見るとなんと昨日 Honig’s で買った 2010 年

Officiating Manualが入っている。次の日、帰りの飛行

機の中で読み始めたら、すぐに深い眠りが襲ってきた。 
 

 
7/9 金曜日 

18:45-19:00 開会の挨拶  
19:00-19:45 パイロン際の見極め  
19:45-20:30 ゲスト 基調講演 
20:30-21:15 レフリー メカニック  
21:15-21:30 授賞式  
 懇親会 
7/10 土曜日 

8:30-9:15  Deep Wing (BJ, SJ, FJ)のメカ  
9:15-10:00 無防備な選手への接触  
10:20-11:00 アンパイアのメカ  
11:00-12:00 NCAAからの強調点  
13:35-14:20 Short Wing (HL, LJ)のメカ  
14:20-19:00 トピック別の分科会 
 懇親会（昨日と同じ場所、同じメニュー） 
7/11日曜日 

8:30-9:15  負傷への対処について 
9:15-10:00 意義あるプリゲームの進め方 
10:00-11:00 ＤＶＤケーススタディの作り方 
11:00-11:45 スペシャルチームプレー 
11:45-12:00 閉会の挨拶  

 

東北学生連盟審判部の紹介         

審判部長 清野 芳則 

 関東審判部の皆さまには、弊審判部の設立以来、育成

とご指導にご尽力いただき、改めて感謝申し上げます。 
歴史  
東北学生連盟は、１９７５年に学生が立ち上げました。

試合の無いチームが審判を務める状況からのスタートで

した。ルールもほとんど分からず各チームの学生を集め

て関東審判部から桜井氏を講師に招きルールクリニック

をしていただきました。腰から下のクラックバック・ブ

ロックが反則になったと聞いて驚いた記憶が有ります。 
 ８０年代に入って少数のＯＢが審判に参加するように

なりました。大磯クリニックに招待していただき、覚え

て来た内容を持ち帰って学生審判に指導していました。

この頃、東北に勤務されていた喜多氏に何回かクリニッ

クを開催していただいております。 
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 ９０年代に入り、北海道との対戦や地区対抗戦が始ま

り審判レベルの低さを痛感する事になりました。数年間

の試行期間を経て、全ての試合で社会人が審判を務める

体制が出来たのが９３年頃です。その後、防大ＯＢの佐々

木氏（故人）や東北に転勤されていた大野部長、森氏に 
参加・指導をいただいて今に至っています。現在も南竹

氏が在籍中です。 
 
組織、部員数と活動実績 
 東北学生連盟の傘下組織として活動しています。２０

１０年の登録は４０名ですが、実働は２５名でした。レ

フリー担当者は９名です。オープン戦が１１試合、リー

ク戦が入替戦も含めて１８試合、ボウルゲームが７月に

北海道との交流戦、１２月に南北オールスター戦が行わ 
れました。 
 
クリニック 
 ５月に新人クリニック、座学と実技を１日で行います。

６月に関東のオープン戦に２名派遣。８月のクリニック

は、経験者向けと全体向けを２日間で行います。毎年講

師派遣をお願いしており、昨年は田中氏と田口氏に来仙

いただきました。 
 

課題と今後の予定  
新規の参加者の定着が悪い、世代交代が上手くいって

いない等、難しい課題が山積しています。来年度から北

海道とのパインボウルが復活する予定です。日本選手権

の予選にふさわしい審判が出来る様に体制作りを進めて

行きたいと思っています。 
 

1980年頃のリーグ戦 

 

「関東審判部の皆様、ジンギスカンはお好きですか？？」 

 

                                  北海道審判部長  幸村益利 

  

 関東審判部の皆様、日頃より大変お世話になってお

ります。北海道審判部長の幸村です。 

 近年、甲子園ボウルが日本選手権化されるなど益々

各地区の審判部の連携が重要になっており北海道審判

部も関東審判部と連携を図ることにより色々な情報を

得て審判部活動を行っているところです。 

 皆さんも機会がありましたら是非北海道へ来ていた

だき、美味しいジンギスカン、ラーメン、海鮮を食べ

て一緒にクルーを組みましょう。 
 

歴史 

 北海道審判部は昭和５７年頃にそれまで各大学のＯ

Ｂ達で行っていた審判組織を本格的に審判部として活

動をはじめております。中村、大澤、藤木に続いて私

が第４代の審判部長ということになります。 
 
組織、部員数と活動実績 
 では、現在の北海道の活動について簡単に報告しま

す。 

今年度の登録審判員は５１名でここ数年は比較的安定

しています。地元に就職が少なく北海道外に出て就職

する大学生が多いので新人登録の審判員は毎年１５名

くらいが入替わるという現状です。 

 大学が１部６校、２部８校、社会人が４チームあり

これらの試合を担当しています。 

 試合実績は春オープン戦が２５試合、秋リーグ戦が 
４７試合で合計７２試合を行いました。 

  ４月 プレーヤー向けクリニック（ルール改正及

びプレーヤーセーフティ） 

５月 新人クリニック（新人審判員を対象にオー

プン戦で実施研修） 
   ６月 関東審判交流（毎年関東の試合に審判を派

遣） 

     スズランボウル（関東審判部から審判派遣

をしていただきクリニックとスプリ            

ットクルーを実施。） 

  ７月 審判講習会（秋期リーグ戦に向けての研修） 

８月 審判講習会（ルール改正、秋季リーグに向

けての研修） 

  ８月 学生・社会人開幕 

 １１月 全日本選手権 

 １２月 納会 

 以上のスケジュールで毎年活動しております。 
               
課題と今後の予定 

 個人的には３年前から関東審判部に所属して、皆さ

んと一緒に試合会場でお会いしており、大変お世話に

なっております。北海道審判部は若い審判員も多いで
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すが、情熱を持って活動してくれておりますので審判

部員一丸となって頑張って行きます。 

 今後も北の大地で同じ志を持った仲間が活動してお

りますのでご指導を宜しくお願いいたします。 

 最後にプライベートでも北海道へお越しの際は幸村

までご連絡下さい。 
 

 

2010 West Coast  Football Official Allianceに参加して 

              田口 眞行 
                            

 ８月６日～９日の４日間、サンフランシスコで開催さ

れた PAC-10 クリニックに参加してきました。今年は

PAC-10 だけの単独開催ではなく、標準化に向け DIV-I
から DIV-III までの広いレベルの審判を対象とした、ア

メリカ西部の大学フットボール審判のクリニックとして

表題にある西部の大学クリニックとして開催されました。

参加者は アメリカ西部の大学フットボール審判 
[Pac-10, WAC, WCFOA, NIFOA] フィールドオフィシ

ャル、リプレイオフィシャル、メンター、スタッフ  
各カンファレンスの役員、Pac-10 OBのNFL オフィシ

ャル、他地区オフィシャル テキサス、IFAF Referee; 
Frank Kristensen そして日本からは七久保さんと田口

でした。 
ソーガンさんをはじめ多くのメンバーのみなさんから

暖かく迎え入れていただき、オープニングで紹介してい

ただいた後はいろいろな場面で声をかけていただきまし

た。特に JAPAN BOWLやMIRAGE BOWLなどで

来日していた方もいてあの時は、親切にしてもらったと、

懐かしそうに話をしてくれました。クリニックのコーデ

ィネーターは昨年同様、デーブ・クタイア（Dave Cutaia）
さんです。クタイアさんのリーダーシップはすばらしく、

ほとんどのセッションで中心となってクリニックを運営

していました。まさに、ルール・メカニック・運営の神

様の様な存在です、しかしこのクリニックを裏でサポー

トしているコーディネーターのソーガンさんの人望もす

ばらしいもので、私たちの参加も許されていることに感

謝せずにはいられませんでした。 
☆ クリニックの内容 
y 規則変更の理解  
y 規則の理解度の確認・標準化  

y テスト  
y ビデオクリニック 

y メカニックの確認  
y ポジション間の調整  

y 補助メカニックの決定  
y 運営関係  
y 心構え   

クリニックの基本的な構成は我々のクリニックとほぼ

同様の内容となっていますが、始めのセッションから高

いレベルの内容となっていました。 

規則変更のところでは日本と同じように、変更内容全

体を解説した後で、次の２点に議論が及びました。  
・ＦＫ時のウェッジ・フォーメーション  
→誰が見るのか？  

・ライブボール中のスポーツマンらしからぬ行為 
 →厳しくライブボール・ファウルとして施行しない。 
規則の理解度の確認は筆記テストが実施され、ボール

が置かれるヤードライン、ダウン数＆残りのヤード数、

ゲーム・クロックの計時（スナップ／RFP）、プレー・

クロックの計時（40/25）を解答するというもので、U
ポジションではグループで解答を話し合いましたが、白

熱した議論が展開され有意義でした。筆記テストととも

にビデオテストというものが初めて導入され、ビデオを

見て何の反則があったか、つぎのダウンは？などを解答

するもので新鮮な経験でした。 
ポジション間の調整では、はじめポジションごとに話

し合いをしたあと、UはRと合同になって調整をし、そ

の後、全体でポジションリーダーが調整の結果を発表し

て全体のメカニックを決定していました。  
運営では大学関係者との関係について注意喚起がなさ

れ、不用意な発言やうかつに話に乗らない、お金には気

をつけるなど細かな注意もなされていた。また、試合後

数日で試合のビデオをインターネットでアクセスして見

られるシステムの導入の説明がされていました。 
インスタント・リプレー（以下、IR）を採用している

ため、クリニックは、フィールド・オフィシャルと IR
オフィシャルが対象となり、それぞれ個別のセッション

と合同のセッションが組み込まれていました。ソーガン

さは IR コーディネーターとしてクリニックをリードさ

れていました。トップレベルのオフィシエーティングと

最新情報を学べたこと以上にいろいろな人との交流がで

きたことは非常に有意義で、今後の審判活動に生かして

いきたい思っています。 

           


	

